
試験研究成果普及情報 

〔目的及び背景〕 

 近年、東京湾で夏から秋にかけてアオサの大量発生が観察され、沿岸の環境や水産資源に被害を与えている。アオサを海から取り除
き利用することは、これら被害の軽減につながるだけでなく、資源の有効活用ともなる。そこで、アオサの採卵鶏飼料への利用方法とア
オサ利用による付加価値卵作出の可能性を検討するため、乾燥アオサを採卵鶏に給与し、産卵成績等へ与える影響と卵黄中のルテイ
ン量の推移について調査した。 

〔成果内容〕 

 表１の試験区分でアオサを300日間給与したときの結果は次のとおりである。 

 １．アオサを３％添加しても鶏の嗜好性に影響はなく、体重に差はみられなかった。 

 ２．アオサの短期給与では対照区との差は見られなかったが、長期給与では産卵率はアルファルファミールの一部代替が85.7～
92.2％、市販飼料添加が88.6％、日産卵量は  同56.3～60.8g、57.8g、飼料要求率が同1.84～1.97、1.95で対照区に比べ成績はほぼ向
上した。（表２） 

 ３．卵黄色は、アオサ給与で給与初期に濃くなる傾向にあったが、長期給与した後は差は見られなかった。（表３） 

 ４．卵黄中のルテイン量は、給与するアオサの量に応じて増加の傾向にあり、その傾向は市販飼料にアオサを添加した場合に顕著で
あった。（表４） 

〔留意事項〕 

 １．生アオサは採取後速やかに乾燥処理する必要があるので、乾燥処理等加工施設の確保が必要である。 

 ２．アオサの配合量によってはハウユニット値に向上がみられない可能性があるので検討を要する。また利用に当たっては必要に応じ
て値を確認する必要がある。 

〔普及対象地域〕 

 千葉県下全域 

〔行政上の措置〕 

〔普及状況〕 

〔成果の概要〕 

部 門 養鶏 対 象 研究 

課題名： 採卵鶏の飼料原料としてのアオサ利用法 

〔要約〕飼料中のアルファルファミールの一部を乾燥アオサで代替（飼料全体の１～３％）、又は市販飼料に３％の乾燥アオ
サを添加して採卵鶏に給与した場合、産卵率、日産卵量が向上する。また、市販飼料にアオサを３％添加した場合にルテ
インは明らかに卵黄へ移行し、卵黄中のルテイン量は増加する。 
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